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イス ラームに おける 同胞愛 


偉大なる アツ ラーは、 ク ルアー ン で、 ムス 
リ ム たちを 兄弟で あると されて おられます。 

ク ルアー ンの 章句に おいて、 その 意味が 説か 
れ ている 点 もまた、 注意を ひく ものです。 ク 
ルアー ンは 次の よう に 言って いるので す。 

信者たち は ひとえに、 兄弟です。 彼らの 間 
で 他の 結びつきは ありえない のです。 すな わ 
ち、 例えば 友人と いった 関係では ない のです。 
なぜなら、 自分が 困難に 陥った 際、 友人は 互 
いを 裏切る かも 知れず、 あるいは 救いの 手を 
伸べ ないか も しれません。 

上司と 部下、 司令官と 兵 ± といった 関係で 
も ありえません。 なぜなら 人で あるが 上、 こ 
の 結びつき にも 弱点が 
あるから です。 部下は 
上司に 従わない かも 知 
れ ず、 また 兵 ± も 司令 
官を 裏切る かも しれ ま 
せん。 

親戚の よう な 結びっ 
きで も あり ません。 親 
戚と しての 結びつきは、 

それが 軽視され ていく 
うちに 弱まり ます。 例 
え ば、 おじが 何年 も自 
分の 姪に 会って いなか 
つたと しても、 それ ほ ど 苦痛に も感 じな くな 


親愛なる ムス リムの 皆様。 イス ラームに お 
ける 同胞愛には、 二つの 側面が あります。 一 
つは、 近いと ころに いる 人たち、 もう 一つは 
普遍的 規模です。 職場で 一緒に 働いて いる 人 
たち、 近所に 住んで いる 人たち、 あるいは 何 
ら かの 理由で 頻繁に 会って いる 人たち、 こう 
いった 近く にいる 兄弟たち と の 結びつきは、 
当然より 強い ものになります。 しかし、 一度 
も 見た こと もない、 出会った こと もない、 そ 
れ でも 私たちが その 存在を 知っている 多くの 
兄弟たち がいます。 今日、 ムス リムと して 私 
たちが 忘れて いる、 最も 重要な 点の 一つが こ 
れ です。 それらの 兄弟たち のために、 苦しみ 

を 分かち合 うこと がで 
きている でしよう か。 
あるいは、 私たちが 手 
にした 恵みを、 彼らに 
分け与える こと がで き 
ている でしよう ろ^。 彼 
ら について 喜びを 感じ 
たり、 悲しんだり して 
いるで しようう^。 彼ら 
に 救いの 手を 差し伸べ 
ている でしよう か。 せ 
めて ド ウア ーに おいて 
でも、 彼らを 思う こと 
がで きている でしよ うか。 



るので す。 

兄弟と なることは、 一見す てきな ことのよ 
うに も 思えます が、 本当は 容易な ものでは あ 
りません。 なぜなら 兄弟愛、 同胞愛に おいて 
は、 具体的な つながりよりも、 精神的、 感覚 
的 結びつきが 要される からです。 兄弟、 同胞 
である ことは、 血統 上の 兄弟と 同様、 自己 犠 
牲を 必要と する からです。 苦しみ も、 恵み も 
分け合わなければ ならない のです。 

兄弟の 犯した 過ちを 自分が かぶり、 献身的 
に 振舞う のが、 真の 兄弟ではないでしょう う 
手に している ひと かけらの パンを 分け合える 
のが 兄弟ではないでしょう か。 兄弟は 言い争 
いを し、 喧嚷 にもなります。 しかし 仲直りを 
した 後は、 その 喧嚷を 忘れる のが 兄弟な ので 
す。 仲直りを する こと すら、 一つの すてきな 
出来事になります。 それは 涙に よって 飾られ 
る こと も あるで しよう。 


預言者 ムハンマドは、 ムス リムたち を 体の 
構成 部分に 例え られま した。 一つの 器官が 病 
むと、 残り も 影馨を 受ける のです。 別の ハ デ 
イースでは、 信者の 瞄 みを 気に かけない 人を 
信者と 見なさない とされて います。 だから こ 
そ、 确教 者たち は 戦場で、 一滴の 水を ホめ な 
がら も、 その 水を 他の 兄弟たち に 譲った ので 
す。 

ちょう ど ラマ ダーン も 始まろうと してい ま 
す。 世界 各地で、 苦難のう ちに ある 兄弟たち 
に 思いを 寄せましょう。 彼らの 苦痛を、 私た 
ち 自身の 苦しみと しましょう。 彼らが 救われ 
るた め、 経済的、 精神的な 援助を 行ない まし 
ょう。 ドウ アー する 時 も、 彼らの ことを 忘れ 
ないよう にし ましょう。 

私たちが 同胞愛を さらに 強め、 一体と なる 
ことができ るよう、 アツ ラーが 私たちに 力を 
与えて くださいます ように。 
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